
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５・６学年  読むこと ウ  目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。 

「子ども読書」「世界本の日」「セロ弾きの」と解答した児童は，引用した場合はかぎ（「」）でくくるということを捉えてはいるものの，筆者が思いや考えを根拠付けるために引用している部分はどこかということは判断できていないと考えられる。また「ある作家の」と解答した児童は，引用の仕方自体を理解できていないことが考えられる。なお，上記以外の解答で多かったのは，コラム中の５のまとまりから５文字を選んでいるものであった。これは設問を読み，「自分の思いや考え」を述べている言葉を答えればよいと誤って捉えた児童の解答と考えられる。 

 引用の仕方を指導する際には，引用することで「自分の考えの根拠を明確にしたい」，「自分の考えに説得力をもたせたい」，「具体例を挙げて説明したい」などといった目的意識をもたせた上で，具体的な言語活動の場面で指導することが大切です。児童が必要性や効果を実感しながら身に付けた引用の仕方を具体的な言語活動の場面で活用することでより確かな力となります。 「平成 27 年度全国学力・学習状況調査授業アイディア例」には，「物語の魅力を説明するために登場人物の心に残る言葉を引用したリーフレットをつくる」という言語活動が示されています。こうした言語活動例を参考にして，効果的な言語活動を仕組み指導していきましょう。 

内容の系統内容の系統内容の系統内容の系統    

二 筆者は、自分の思いや考えを根拠付け

るためにある言葉を引用しています。そ

れは、どの言葉ですか。最も適切な言葉

のはじめの五文字を書き抜きましょう。

ただし、句点（。）や読点（、）、かぎ（「」

『』）は字数にふくみません。
 

第１・２学年  読むこと イ  時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。 第１・２学年  読むこと エ  文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。 第３・４学年  読むこと エ  目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意しながら読み，文章などを引用したり要約したりすること。 
第３・４学年 読むこと イ  目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むこと。 

解答類型 割合（％） 
○ 

「読書という」 
22.1 

× 

「子ども読書」 「世界本の日」 「セロ弾きの」 23.1 

× 
「ある作家の」 

3.9 

× 上記以外の解答 45.3 

－ 無解答 5.6 

 

説明的な文章の解釈に関する指導事項 引用に関わる指導事項 

 


